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cm×11 cm）の内部を検したところ，羽脱前のヒラ
タキクイムシ成虫のみが得られ，シロオビカッコ
ウムシは得られなかった．今回捕獲されたシロオ
ビカッコウムシが，屋内で発生した個体か，屋外
より飛来した個体かを判断することは出来なかっ
た．

シロオビカッコウムシの成虫は，ヒラタキクイ
ムシ成虫を捕食するといわれるが（宮ノ下ほか，
2004），持ち込まれたヒラタキクイムシは一部の
個体で脚部の欠損が見られたものの，攻撃を受け
て虫体がバラバラになったような個体は見られな
かった．

同定により両種名が明らかになったため，発生
物件においては加害部材を交換する処置がとられ
た．今回とよく似た事例として，埼玉県の築 3 年
から 4 年の家屋より，同所的に両種の得られた例
が報告されている（宮ノ下ほか，2004）．

今回，両種の発生が確認された長岡市は豪雪地
帯にあたり，冬季は低温期が長期間続く．しかし
近年では，ヒラタキクイムシやオオナガシンクイ
Heterobostrychus hamatipennis (Lesne, 1895) など，南
方系乾材害虫の被害相談が弊社に寄せられる機会
が増えてきている．これは加温された屋内におい
て，南方系昆虫の越冬出来る機会が増えているた
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めと推測される．また，冬季におけるヒラタキク
イムシの発生例は以前から知られているが，近年
では床暖房の普及による影響で更なる発生例の増
加が懸念されており（大村，2009），物件の位置す
る地域や立地，また季節に関係なく，屋内で発生
する害虫に対して神経を尖らせていく必要性が求
められている．

末筆となるが，検体をご提供いただき，現場の
状況をお聞かせいただいた深田　純氏（ニューロ
ンサニター株式会社）と標本写真を撮影いただい
た岩田朋文氏（愛媛大学）に御礼申しあげたい．
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「絵かき虫」とは潜葉性昆虫の別名であり，ま
た愛称でもある．本書では，この絵かき虫を対象
に，14 名からなる研究者が最新の知見を紹介し
ている．潜葉性はチョウ目，ハエ目，甲虫目，ハ
チ目の幼虫に知られており，そのなかで多数回起
源している現象である．その習性は種によって大
きく異なり，また幼虫の形態も変化に富んでい
る．甲虫類では，沢田佳久によって甲虫類全般と
チョッキリ類について紹介されているほか，加藤
真によってソテツの若葉とタコノキに潜孔するコ
ゲチャサビカミキリとタコノキハモグリゾウムシ
Phylloplatypus pandani について触れられている．
沢田の総論は非常によくまとまっており，甲虫に
おける絵かき虫の進化や多様性がよくわかる．ま
た専門のチョッキリについては独自の知見を交

えて詳しく解説しており，今後の研究の可能性を
感じさせるものであった．もちろん，絵かき虫全
体からすれば，甲虫は異端と言ってよく，多様性
のわずかな一角を占めるに過ぎない．本書に登場
するハエ，ハチ，ガといった甲虫以外の絵かき虫
の面白さにも驚かされることが多く，目から鱗の
落ちる話題が少なくなかった．とくに若手の優秀
な研究者として有名な川北　篤と大島一正による
ホソガ類の研究は一虫好きとして非常に刺激的で
あった．甲虫の絵かき虫にもさまざまな研究課題
が残されているが，このような甲虫以外の昆虫の
最新の知見は，将来の研究への重要な示唆を与え
てくれるはずである．潜葉性という習性の共通性
でまとめられたこの一冊は，生き物の引き起こす
ある一つの現象を概観できる点で，すぐれた教科
書であり，また全体に読みやすい文面は，多くの
虫屋の好奇心をくすぐるものであろう．

（九州大学総合研究博物館　丸山宗利）


